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第1章 緒
口

1・1　研究の目的と研究項目

　溶接継手では，使用性能上の見地から一般に溶接金属の強度を母材の強度と同等以上にすることが普通には常識とさ

れている。一方，溶接工作上の見地からすれば，溶接割れ感受性の高い高張力鋼の溶接や拘束の大きい厚板の溶接では

母材より強度レベルの低い溶接材料を使用すれば割れ防止上有効であることが実験的に確かめられており＊），たとえば，

突合せ継手の第1層目の溶接を低強度レベルの溶接棒で溶接した後，裏はつりによってこの部分を削除するといった施

工法も採られている。今後，構造物がさらに大型化し，高張力鋼厚板の使用範囲が拡大するにともない，上述のような

溶接工作上の見地から，母材よりも低強度レベルの溶接材料を使用する要求が高まるものと予想される。

　本研究委員会は，上述のような現状にかんがみ，溶接金属の強度が母材のそれよりも低い継手一これをここでは，

　r軟質溶接継手」と名付ける一の力学的挙動を明らかにし，主として使用性能上の見地から軟質溶接継手の実用の可

能性を検討することを目的として，昭和45年に設立され，下記の項目について調査研究を行なってきた。

　1．軟質溶接継手の強度に関する従来の研究の調査

　2．静的引張強度

　3．脆性破壊強度

　4．疲れ強さ

　5．丁継手の引張および壇断強度

　6．溶接割れ感受性

　7．残留応力分布

　このうち，昭和45．46年度において上記項目1および項目2の研究を終了したので，第1回報告書として公表する

　こととした。なお，項目3以下の研究は昭和46年度に立案され，現在進行中であり，第2回以後の報告書において報

告する予定である。

L2　本報告書の内容

　本報告書は次の2項目からなっている。

　　項目1．　軟質溶接継手の強度に関する従来の文献の調査（第2章）

　　項目2．　軟質溶接継手の静的引張強度に関する研究（第3章～第9章）

　項目2の実験内容の詳細をTable1－1に示すoすなわち，母材として80キロ高張力鋼（板厚70襯および

　39吻を使用し，これを低強度レベルの溶接棒で手溶接した軟質突合せ継手の引張試験を行なった。

　実験は

　　（1）．溶接金属全部が軟質である全軟質溶接継手の引張試験

　　（の．ルート部分のみ軟質である部分軟質溶接継手の引張試験

　　（皿）．軟質棒によって補修を行なった部分軟質補修継手の引張試験

＊）　例えば　須清修造外；“HT80鋼への低強度用溶接材料の適用について”，

　　　　　溶誌一一講演概要，第9集，1971

、1、



の3系列について行ない，その結果を母材およびHT80用溶接棒で溶接した通常の溶接継手一以後簡単のためにこ

れをr通常溶接継手」と名付ける一の引張試験結果と比較検討した。3系列の実験ともに，軟質溶接棒の強度レベル

や軟質部の寸法などを適当に変化させ，実験（1）については溶接長を変えた広幅の大型引張試験と中型（1）引張試験の

2種を，実験（旺），（⑳では広幅の中型（H）引張試験のみを行なったo
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